
調査範囲（ 1 /2 ,5 0 0 ）

1 . はじ めに

本遺跡は門司区清
き よ たき

滝 2 丁目 4 番に所在する 。 門

司区は九州島の最北端に 位置す る 企
き く

救半島に あ

り 、 関門海峡を 挟んで、 本州島と 対向する 。 区の

大部分を 占める 企救山地は、 周囲に崖
がけ

地形が発達

し て おり 、 その間には狭小な 谷底平野がわずかに

広がる 。 調査区は企救山地の北側に位置する 標高

194 ｍの三
み す み や ま

角山の北側に 広がる 低地部に 位置し 、

眼前には海が広がる 地域で ある 。 な お、 調査区の

南半部は地山で ある 黄色土が露出する が、 北半部

で は地山を 削っ たと 考え ら れる 造成土が厚く 堆積

し て いる 。 1 区の調査で はこ の境界付近に近世と

考えら れる 石垣が確認さ れて いる 。

2 . 旧門司駅舎跡２ 区の調査概要

今回の調査区で は石垣 9 面・ 布
ぬ の き そ

基礎 7 条・ 煉
れ ん が

瓦

遺
い こ う

構 13 箇所・ 基礎 15 基・ コ ン ク リ ー ト 枡 3 箇

所・ コ ン ク リ ート 柱 5 本・ 土管 2 本・ 鉄管 2 本・

土坑 3 基・ 溝 3 条な ど 多く の遺構が確認さ れた。

石垣

石垣は調査区の南側と 東側を 中心に 確認さ れ、

そ のほと んど が間
け ん ち い し

知石を 布
ぬ の づ

積みし た も ので ある 。

1 区の調査で 確認さ れた 1 〜 3 号石垣は東側延長

部分を 確認し て いる 。

こ のう ち 、 2 号石垣は最上段に天
て ん ば い し

端石が確認さ

れ、 下部の石垣よ り も 5 ㎝ほど 外（ 北） 側に張り

出す。 ま た、 こ の上面には煉瓦が貼り 付いて いた

痕跡があり 、 上部構造は煉瓦造で あっ たと 考え ら

れる が、 東側の一部で はコ ン ク リ ート の痕跡も あ

り 、 何ら かの改修・ 改築が行われたこ と が想定さ

れる 。

5 号石垣は 1 区で 確認さ れて いたも のの延長線

上にあり 、 東西方向に延びて いる 。 東側で は煉瓦

造の 2 号溝と 交差する が、 こ の溝の側壁は石垣石

材と し っ かり と 接し た状態で 積ま れて おり 、 両者

は併存し たも のと 考え ら れる 。 ま た、 東端部には

8 号石垣が直交し て 接続し 、 その北側にある 7 号

石垣は 5 号石垣と 並行し て いる 。 こ れら の石垣は

コ の字状に並び、 一連の建物（ 7 号建物） を 構成

する も のだと 考え ら れる 。

４ 号石垣は４ 号布基礎の上部に 位置し て お り 、

本来はこ の布基礎の上部全体に石垣が並んで いた

と 考え ら れる 。 こ の４ 号石垣・ ４ 号布基礎の西側

延長線上に は１ 号布基礎が確認さ れて お り 、 両

者は本来一連の遺構で あ っ た と 考え ら れる 。 ま

た、 ４ 号と 向かい 合う 位置に あ る ２ 号布基礎に

は、 栗
ぐ り いし

石に貼り 付く よ う にコ ン ク リ ート が残っ て
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おり 、 こ こ に間知石の跡形が残っ て いる 。 こ のこ

と から 、 ４ 号と 同様に上部に石垣が構築さ れて い

たこ と がわかる 。

煉瓦遺構

煉瓦遺構は調査区の東側と 北側で 確認さ れ、 特

に東側に集中し て いる 。

2 号煉瓦遺構は 1 区の調査で 3 号建物と し た遺

構の続き で、 L 字状に残存し て いる 。 そ の下部に

はコ ン ク リ ート 礎
そ ば ん

盤と 布基礎（ ３ ・ ７ 号） が確認

で き 、 こ れら は方形に巡っ て いる こ と から 、 煉瓦

遺構も 本来は方形に 配置さ れて い た と 考え ら れ

る 。

1・ 4 号煉瓦遺構は間を 1 号コ ン ク リ ート 枡に

よ っ て 隔て ら れて いる が、 一連の遺構だと 考え ら

れる 。 上部の削平が大き く 、 煉瓦は 1 〜 2 段程度

し か残っ て いな いが、 煉瓦下にコ ン ク リ ート 基礎

が確認で き る 。 ま た、 9 号煉瓦遺構は 1・ 4 号に

並行し て おり 、 こ れら は同じ 建物（ 6 号建物） を

構築し て いた可能性が高い。

11 号煉瓦遺構は南北方向に 延びて お り 、 高さ

約 90 ㎝を 測る 。 3 つの区画に 分かれて お り 、 長

さ は北部 150 ㎝、 中央部 90 ㎝、 南部 110 ㎝で 、

南端部はコ ン ク リ ート 管によ っ て 壊さ れて いる 。

中央部のみ長
な が て づ

手積みだが、 他はイ ギリ ス 積みで あ

る 。 ま た、 南・ 北部は中央部側にそれぞれ縦方向

の溝が造ら れて おり 、 こ の間には扉や窓枠のよ う

な 構造物を 差し 込める よ う にな っ て いたと 考え ら

れる 。 こ れら のこ と から 、 本来、 中央部は開口部

で あり 、 後から 煉瓦一列分を 積みげ、 閉塞し たも

のと 考え ら れる 。

3 . 2 区調査で 確認さ れた 建物について

今回の調査区で 確認さ れた 石垣、 布基礎、 煉瓦

遺構、 コ ン ク リ ート 基礎には建物を 構成する 遺構

が含ま れて いる 。 駅構内に存在する 建物について

は明治 30 年（『 明治三十年十一月師団対抗演習

記事』 附図及附表付）、 大正 5 年頃（ 旧門司駅構

内図）、 昭和 8 年（ 門司港駅水道平面図） な ど の

比較的精度の高い図面があり 、 こ れら を 参照し て

建物を 推定する こ と が可能で ある 。

6 号建物検出状況（ 上が南東）

3 号建物は大正期に 記載さ れる「 油倉庫」 の位

置に相当する と 考え ら れ、 こ の建物は明治、 昭和

の段階で は確認で き な いため、 門司駅の移転後に

建築さ れ、昭和にな っ て 貨物上屋の建築に伴っ て 、

解体さ れたと 考え ら れる 。

5 号建物は大正期の図面に記さ れて いる「 倉庫」

に相当する も ので ある 。 昭和 36 年の空中写真（ 国

土地理院撮影） には、 ま だ同規模の建物が確認で

き る が、 昭和 44 年の空中写真で は周辺は更地に

な っ て おり 、 こ の間に解体さ れた こ と がわかる 。

ま た、 石垣の北側には 3 号コ ン ク リ ート が接続し

て いる 。 後に付け足さ れたも ので はある が、 西側

が階段状と な っ て おり 、 倉庫の出入り 口に付属す

る 踏み段だと 考え ら れる 。

６ 号建物は明治〜大正期の図面に 記載さ れる

「 貨（ 荷） 物上屋」 に 相当する 。 ま た、 こ の南側

に 位置する １ ・ 2・ ４ 号布基礎およ び 4 号石垣は

大正期に新設さ れたと 考え ら れる 線路の両側面に

位置する プ ラ ッ ト ホ ームに 相当する 。 1・ 4 号布

基礎・ 4 号石垣は貨物上屋（ 6 号建物） に伴う 平

面三角形のプ ラ ッ ト ホームに、 2 号布基礎は大正

期に建設さ れる 貨物上屋のプ ラ ッ ト ホームに位置

する 。

7 号建物は昭和期の「 貨物上屋」 に相当する 建

物で ある 。 ま た、 こ の図面には貨物上屋を 横切る

ク ラ ン ク し た 破線が描かれて いる 。 5 号石垣と 交

差する 2 号溝にも 同様のク ラ ン ク が見ら れる こ と

から 、こ の破線が 2 号溝を 示すも のと 考え ら れる 。

な お、 11 号煉瓦遺構が５ 号石垣の南側に 直交し

て 接続し て いる が、 関連する 図面に、 こ れに相当

する も のは確認で き な い。 遺構の状況から ５ 号石

垣よ り も 後に造ら れて おり 、 昭和期にも 煉瓦造の

構造物が造ら れて いたこ と が確認で き た。

4 . おわり に

2 区の調査で も 多く の遺構が確認さ れ、 図面資

料と 照合する こ と がで き たが、 図面と 合致し な い

も のや、 記載のな いも のも 多く 、 更な る 検討が必

要で ある 。 ま た、 図面資料から 構内配置の流れを

概観する と 、 明治 24 年の開業時に造ら れた 建物

群は大正 3 年の駅の移転に伴っ て 改変さ れ、 新た

な 建物が配置さ れて いる こ と がわかる。 旧駅舎周

辺は構内で も 利用価値が高い場所で あっ た た め、

移転直後に急ピ ッ チ で 旧駅舎は解体さ れ、 倉庫・

修繕工場な ど の新たな建物が建設さ れたこ と が推

察さ れる 。 周辺に混じ り 込む大量の煉瓦や瓦はそ

の際に生じ たも ので あろ う 。 ま た、 昭和に入る と

旧駅舎の北側に あ っ た 明治期の建物群が解体さ

れ、新たに貨物上屋や貨物の搬出入用道路（ 敷石）

な ど が建設さ れて いる 。 こ れは、 自動車が急速に

普及し 始めた時期と も 重な っ て おり 、 時代の流れ

に対応し て 構内の配置も 変化し て いっ たも のと 考

え ら れる 。

2024 年 10 月 19 日（ 土）

2 区

1 区

※こ の資料は 10 月 1 9 日（ 土） 開催の資料を文化企画課で改変し たも のです。
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